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１ 目指す学校像 

○ 児童が自らのよさや可能性を広げ、児童の夢を実現する学校 

○ 教職員がやりがいをもち、自らの力を最大限に発揮する学校 

○ 学校・家庭・地域が協働し、共に児童の成長や学びを支える学校 

 

 

２ 学校経営の基本方針 

(1) 人権尊重・生命尊重教育の徹底 

偏見や差別のない指導と自他の生命を大切にする指導を徹底し、児童を一人の人間として大切にする教育を推進する。 

・自分の大切さとともに他の人の大切さを認め、それを言葉や行動で表せるようにする。 

・他者と共生するために必要なルール等について考えさせ、社会性を身に付けさせる。 

・体罰によらない指導を徹底し、正しく豊かな言葉で児童を導く。 

 

(2) 自尊感情や自己肯定感を高める教育の推進 

児童のよさや可能性を広げ、自己実現することができる教育活動の充実を図り、自信をもって社会に参画・貢献する力を育成する。 

・児童のよさを認め、褒め、励ます働きかけを意図的に行い、一人一人のよさを発揮できるようにする。 

・皆で学ぶことのよさを味わわせ、学習を通してよりよい人間関係をつくれるようにする。 

・自らの役割や責任を果たせるよう丁寧に指導し、児童の主体性や自発性を育成する。 

・他者の生き方や考え方、多様な価値観に触れさせ、自分の生き方について考えさせる。 

 

(3) 児童が達成感・満足感を味わえる学習活動の充実 

児童が「楽しい(分かる、できる、またやりたい)」と感じる学びができるよう、多様な学び方に対応したきめ細かい指導を充実させる。 

・対話から解決策を見いだす学習活動を展開し、他者と共感・協働して学ぶ力を育成する。 

・探究的な学習過程を重視した教科横断的な学習を行い、自己選択・決定しながら自分が考えたことが実現する喜びを味わわせる。 

・誰もが安心して学べる環境をつくり、一人一人に必要な力を身に付けられるようにする。 

 

(4) 健康・安全教育の充実 

自分の体と心の健康に関心をもち、健康で安全な生活を送るために自ら考え判断し、行動できる力を育成する。  

・日常的に運動に親しめる教育活動の充実と環境整備を図る。 

・健康・安全に関する正しい知識と危険を予測し回避する力を身に付けさせる。 

・全教職員が安全管理・指導を徹底し、児童の命を守る教育活動を行う。 

 

(5) 地域に根ざした教育の推進 

「チーム井之頭小」として学校・家庭・地域が協働して教育活動の充実を図り、地域と共に歩む学校をつくる。 

・「開かれた学校づくり協議会」では、学校・家庭・地域が連携し、教育活動を豊かにする取組を行う。 

・地域人材・素材を活用した探究学習を行い、社会参画・貢献する意欲を高める。 

・就学前教育から中学校への系統的な学びと円滑な接続を意識し、「地域の子供」として育てる教育を推進し、地域を巻き込んだ教育活動の

充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 中期的目標と方策 

学校の教育目標である「心豊かな子」「すすんで学ぶ子」「きたえる子」の育成を中期的目標とする。 

【教育目標を達成するための基本方針】に示した教育活動を推進し、全職員が学校運営の主体者となって児童・保護者・地域・教職員が協

働して学校づくりに参画する体制をつくり、教育活動の質の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今年度の重点目標と方策 

(1) 今年度の重点目標 

「心豊かな子」の育成を今年度の重点目標とする。 

 

(2) 方策 

ア 皆で学ぶことのよさを感じる心を育む 

・一人一人のよさを認め合い、よさを生かしながら創り上げていく学習活動を充実させる。 

・他者と対話しながら共感・協働して学び、よりよい解決策を見いだす活動など、学びを通して自己肯定感や自己有用感を感じさせ、学ぶ意義や楽しさを実

感させる。 

 

イ 多様な人々と関わる力を育む 

・人と関わることを楽しみ、折り合いを付けながら関わる力を身に付けさせる。 

・保護者や地域の方、外部講師など、様々な人と関わることで、他者の生き方や考え方、多様な価値観に触れさせ、自分の生き方について考えさせる。 

 

ウ よりよい学校・地域づくりに主体的に参画する力を育む 

・児童の自発的・自治的活動を通した学校・学級づくりを意図的に行い、楽しい学校生活を送るために、安心して学べる環境や集団を自分たちの力で生み出

す力を身に付けさせる。 

・地域社会の一員として地域の人々の思いを大切にし、地域に貢献する力を育む。 

 

エ 自ら学び方を選択・決定する力を育む 

・児童が学習者用コンピュータを活用した多様な学び(習熟度・課題別学習、グループでの学び合い、学級全体での共有、家庭学習など)を行い、自ら学び方

を選択・決定できる力を身に付けさせ、自立した学習者を育てる。 

 

オ 言葉に関する学習の充実 

・学校図書館司書と連携し、学校図書館を計画的に活用した読み聞かせや図書を活用した学習活動を充実させ、本に親しみ、図書を効果的に活用できる力を

身に付けさせる。 

・各教科等の授業時間の他に、年間を通した朝読書を行い、児童が言葉に親しんだり、語彙力を増やしたりする活動を計画的に実施し、豊かな言葉で伝え合

う力を身に付けさせる。 

 

カ 学校運営に関わる取組 

(ｱ) 「開かれた学校づくり協議会」の役割 

・学校運営協議会の機能を有する新しい「開かれた学校づくり協議会」では、委員の経歴や職業等を活かし、学校の教育活動を豊かにする取組を行う。 

 

(ｲ) 学校運営体制 

    ・教職員一人一人が心身共に健康な状態で児童と向き合うために、児童理解を深める時間や楽しい授業を行うための教材研究の時間を組織的に確保し、 

一人一人のキャリア・プランに基づき、教師としての資質・能力を高める機会をつくり、教師として働くことの喜びを実感できる学校運営を行う。 

・全教職員が学校運営の主体者となり、担当する教育活動のねらいや育てたい児童像を明確にして教育活動の改善を図り、質の高い教育活動を目指す。 

    ・教職員の経験や得意分野、校務分掌上の役割を活用した人材育成を行う。 

・持続可能な学校運営を行うための教務改善を行い、業務の効率化を図る。 

 

【教育目標を達成するための基本方針】 

命を大切にし、互いに尊重し敬愛し合う心情や

態度が身に付くよう、他者と共感・協働すること

ができる多様性を生かした教育活動を推進する。 

 

【教育目標を達成するための基本方針】 

強い心と体をもち、予測困難な時代を生き抜

く力が身に付くよう、主体的に問題を解決する

意欲や自信をもって行動する力を育む教育活動

を推進する。 

 

【教育目標を達成するための基本方針】 

自ら考えたことが実現する力が身に付くよう、

学びに向かう力を育てる探究的な学習を充実さ

せ、市民性を育む教育活動を推進する。 

学校の教育目標 

◎心豊かな子（重点目標）   ○すすんで学ぶ子   ○ きたえる子 

「すすんで学ぶ子」とは、自ら考え判

断し、自分の道を切り拓く力をもった子 

「きたえる子」とは、心身を鍛え、健

康の増進と安全保持に努める子 

「心豊かな子」とは、自他の人権を尊

重し、協力と思いやりを大切にする子 


